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(1) 


は じ め に 

目的 

岩手 県 で は 、 高度 経済 成長 期 か ら 昭 和 50 年 代 を 中 心 に 、 社 会 情勢 や 県 民 ニ = 
ー ズ の 変化 に 対応 し て 、 数 多く の 公共 施設 等 を 建設 し 、 各種 の 公共 サー ビス を 
提供 し て きた が 、 現 在 、 こ れ ら 公共 施 設 等 の 老朽 化 が 進ん で お り 、 今后 、 大 量 
に 大 規模 修 繕 ・ 更 新 の 時 期 を 迎え 、 多 額 の 経費 が 必要 と な る こと が 見 込ま れ て 
いま す 。 

人 口 減 少 ・ 少 子 高齢 化 の 進行 等 に より 、 公 共 施 設 等 の 利用 需要 も 大 きく 変化 
| 
な ど に より 、 今 後 と も 厳し い 財 政 状況 が 続く も の と 見 込ま れ て いま す 。 

こう し た 状況 を 踏ま え 、 早 急 に 公共 施設 等 の 全体 状況 を 把握 し 、 計 画 的 な 更 
新 や 長寿 命 化 、 施 設 配置 の 最適 化 に ょ り 、 財 政 負 担 の 本 平準 化 を 図る な ど 
長期 的 な 視点 に 立っ た 公共 施設 マネ ジメント を 推進 する た め 、 県 で は 平成 28 
年 3 月 に 「 岩 手 県 公共 施設 等 総合 管理 計画 (以下 、「 県 総合 管理 計画 」 と い う 。) 
を 策定 し まし た 。 

県 総合 管理 計画 で は 、「 コ スト 縮減 ・ 財 政 負 担 の 平準 化 」「 施 設 規模 ・ 配 置 ・ 
機能 等 の 適正 化 」「 安 全 ・ 安 心 の 確保 」 の 3 つの 基本 方 針 を 柱 と し 、8 つの 具 
体 的 な 取組 方 針 に 基づき 、 本 県 の 公共 施設 等 の 総合 的 か つ 計 画 的 な か マ ネジ メン 

ト を 推進 する こと と し て いま す 。 

岩手 県 農林 水産 部 所 管 公共 施設 個別 施設 計画 は 、 農林 水産 部 が 所 管 す る 公共 
施設 の 状況 を 把握 し 、 長 期 的 な 視点 を も っ て 、 更 新 、 統 廃 合 、 長 寿命 化 な ど を 





















































































































































計画 的 に 行い 、 個々 の 公共 施設 に 係る 具体 の 対応 方 針 を 定め る 計画 と し て 位置 
付け る も の で す 。 









フ 長 寿命 化 行動 計画 


理 計画 の 策定 に あたっ て の 指針 (H26.4) 











从 
半 
襄 
SE 
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庁舎 等 、 県 営 住宅 、 学 校 施設 な ど 
道路 、 河 川 管理 施設 、 下 水道 な ど 
県 立 病院 等 事業 施設 、 電気 事業 施設 な ど 











| 
| 
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(2) 対象 施設 
農林 水産 部 が 所 管 す る 以下 に 掲げ る 延 床 面積 100 m 以 上 の 公共 施設 を 対象 と 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































区 事 ま 3 
・ 庁 舎 等 19 施 設 212 棟 106, 635.14mY 
・ 県 民 利 用 施設 10 施 設 110 棟 50, 269. 43 
【 対 象 と な る 施設 】 

人 | No 施 設 名 所 在 地 
1 | 中 央 家畜 保健 衛生 所 滝沢 市 砂 込 
2 | 旧 感 回 家 冀 保 健 卫 生 所 滝沢 市 砂 込 
3 | 県 南 家畜 保健 衛生 所 奥州 市 水沢 佐倉 河 ほ か 
4 | 県 北 家畜 保健 衛生 所 軽米 町 大 字 山 内 
5 | 生物 工学 研究 所 北上 市 成田 
6 | 農業 研究 セン ター 北上 市 成田 ほか 
7 | 農業 研究 セン ター 南部 園芸 研究 室 | 陸前 高田 市 米 崎 町 
8 | 農業 研究 セン ター 県 北 農業 研究 所 | 軽米 町 大 字 山 内 
9 | 農業 研究 モン ター 畜産 研究 所 滝沢 市 砂 込 

訂 | 10 | 畜产 研究 所 外 山 研究 室 盛岡 市 米川 

等 | 11 | 者 産 研究 所 種 山 研究 室 住田 町 世 田 米 
12 | 林業 技術 セン ター 矢 貼 町 大 字 煙 山 ほか 
13 | 水産 技術 シンター 釜石 市 大 字 平田 ほか 
14 | 水産 技術 セン ター 大 船渡 研究 室 大 船渡 市 末 崎 
15 | 水産 技術 セン ター 種 市 研究 室 洋 野 町 種 市 
16 | 内 水面 水産 技術 セン ター 人 幡 平 市 松尾 寄木 
dk et 岩手 町 大 宇 五日市 
19 | 久 慈 土地 改良 事业 所 久慈 市 天神 堂 
1 | 県 民 の 森 八幡 平 市 松尾 寄木 

人 民 | 2 | 溢 沢 森林 公園 溢 沢 市 砂 人 

儿 | 3 | 千 贯 石 琳 林 公 园 金ケ崎 町 大 字 西 根 

站 4 | 大窪 山森 林 公 園 大 船渡 市 三陸 町 
5 | 折 爪 岳 森林 公園 二戸 市 福岡 





























【 対 象 と な る 施設 続き 】 






























































| No 施 設 名 所 在 地 
6 | 緑化 セン ター 奥州 市 江刺 区 

人 民 | 7 | 水産 科学 館 富 古 市 日 立 泊 

证 8 | 農業 ふれ あい 施設 北上 市 飯豊 

施 | 9 | 農業 大 学校 金ケ崎 町 太原 ほか 

10 | 花き セン ター 金ケ崎 町 太原 

















(3) 計画 期間 
計画 期間 は 令 和 2 年 度 か ら 令 和 32 年 度 ま で と し 、 施 設 ご と の 具体 的 な 対策 
は 令 和 2 年 度 か ら 令 和 6 年 度 の 5 年 間 と し ます 。 
また 、 計画 の 進捗 状況 を 勘案 し 概ね 5 年 間 を 目安 に 計画 を 更新 する こと と し 、 
老朽 化 等 の 状況 に より 見 直し が 必要 な 場合 は 、 適 宜 更 新 を 行う も の と し ます 。 






























































2 基本 的 な 取組 方 針 

























































































(1) 基本 的 な 取組 事項 
ei i の 耐震 化 に より 、 県 民 や 来店 者 、 
設 利用 者 等 の 安全 ・ 安 心 の 確保 に 努め ます 。 

1 老朽 化 に 伴う 維持 管理 や 修繕 、 更 新 等 に 要する 経費 の 増大 が 懸念 さ 
れる こと か ら 、 施 設 の 利用 状況 、 人 日 減少 に よる 施設 利用 需要 の 変化 等 を 見 据 
えた 施設 規模 ・ 総 量 等 の 適正 化 を 図り 、 計 画 的 な 維持 管理 ・ 長 寿命 化 を 推進 し 
ます 。 





(2) 

ア 施設 保有 の 最適 1 

人 口 動 態 な ど 和 社会 

て 検討 する な ど 、 
す 
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施設 保有 の 最適 化 の 検討 に あたっ て は 
り 組 む 市 町 村 や 類似 サー ビス を 提供 する 





いて も 検討 し ます 。 


重点 的 な 取組 事項 


EL に 向け た 取組 


会 情勢 の 変化 に 対応 し 、 縮小 可能 な 施設 の 統合 や 廃止 に つい 





勢 の 変化 ( 








画 的 な 公共 
a 





イ 施設 の 長寿 命 化 と 経費 負担 の 平準 化 に 向け た 取組 


建物 性 能 
今後 と も 長 





期間 に わた り 




















dn 





计 画 的 次 蕉 持 管 理 














新 等 に 係る 中 長 














E と 長寿 命 化 の 推進 に よ 
期 的 な コス ト の 縮減 ・ a に 取り 組み ます 。 





、 公 共 施 設 の 








ウ 施設 利用 者 等 の 安全 ・ 安 心 の 確保 に 向け た 取組 

NE 日 常 的 な 点検 ・ 診 断 結果 
修繕 に より 、 公 共 施設 に 求め られ る 機能 を 維持 ・ 強 化し 、 
の 安全 ・ i 








こ 合 わせ た 施設 保有 の 最適 化 に 向け て 取り 組み ま 


凶 設 マネ ネジ メン ト に 取 


役割 分 担 や 連携 に つ 


・ 劣 化 度 な ど 老 朽 化 の 状況 や 利用 状況 な ど を 総合 的 に 勘案 し つつ 、 
、 県 が 保有 し 行政 サー ビス を 提供 する こと が 適当 な 





施 


























維持 管理 や 修繕 、 更 














受け た 適時 適切 な 
県 民 、 | 用 者 等 














3 対象 施設 の 現況 把握 
(1) 所 管 施設 の 概況 
所 管 施設 に つい て は 、 岩 手 県 公共 施設 個別 施設 計画 策定 指針 (平成 29 年 3 
月 。 以 下 「 県 指針 」 と いう 。) 【 に 基づき 、 施設 概要 等 記録 票 (県 指針 様式 1 号 ) 
や 保全 調査 ・ 点 検 等 概要 記録 票 (県 指針 様式 2 号 ) 等 に より 建物 、 電 気 ・ 機 械 
設備 の 状況 他 定期 点検 の 実施 状況 等 に つい て 確認 し ます 。 






























































(2) 所 管 施設 の 老朽 化 等 の 状況 

各所 管 施設 に お ける 老朽 化 の 状況 は 、 保 全 調 査 ・ 点 検 等 概要 記録 票 (県 指針 
様式 2 号 ) 及び 岩手 県 公共 施設 点検 マニ ュ ア ル (平成 29 年 3 月 。 以 下 「 県 点検 
マニ ュ ア ル 」 と いう 。) に 定め る 日 常 点検 チェ ッ ク シ ー ト (県 点検 マニ ュ ア ル 様 
式 ) に より 確認 し 、 施 設 類 型 又は 個別 の 所 管 施設 ご と に 検討 し ます 。 







































































4 対策 の 優先 順位 の 考え 方 
建物 性 能 、 劣化 度 な どの 老朽 化 の 状況 や 利用 状況 を 総合 的 に 勘案 し 、 以下 の 優 


先 度 評価 (1 次 評価 、2 次 評価 及び 総合 判定 ) に より 、 優 先 度 評価 記録 票 (県 指 
針 様式 3 号 ) に て 県 が 保有 し 行政 サー ビス を 提供 する こと が 適当 な 施設 を 選別 し 、 
施設 類型 又は 個別 の 所 管 施設 ご と に 検討 を 行い ます 。 









































(1) 優先 度 評価 (1 次 評価 ) 
建物 性 能 と 利用 状況 の 2 軸 評 価 に より 、 長寿 命 化 等 の 対策 う 施設 ( 棟 ) と 


転用 ・ 複 合 化 、 用 途 廃 止 な ど 新 た な 利 活用 に 向け て 検討 する 施設 ( 棟 ) に 分 類 し 
ます 。 








【 優 先 度 評価 (1 次 評価 ) 概念 図 】 
建物 性 能 (高 ) 


建物 性 能 は 高く 、 施 設 の 大 き な 改 修 は 不要 建物 性 能 は 高く 、 施 設 の 大 き な 改 修 は 
不要 。 利 用 状況 も 好調 。 


だ が 、 利 用 状況 が 低調 
転用 ・ 複 合 化 な どの 利 活用 を 検討 う 計 画 的 な 維持 管理 に より 、 当 該 施設 


活用 が 見 込め な い 場 合 は 用 途 廃止 (売却 、 
譲渡 等 ) も 検討 


に 3 










































































( 棟 ) で の 行政 サー ビス を 維持 















































3 転用 ・ 複 合 化 || 1 維持 管理 


利用 状況 ( 低 ) 利用 状況 ( 高 ) 











4 用 途 廃止 2 修繕 改修 















建物 性 能 は 低く 、 施 設 の 大 き な 改 修 が 
必要 だ が 、 利 用 状況 は 好調 。 
人 計画 的 な 大 規模 改修 等 に より 長 表 
化 を 図り 、 当 該 施 設 ( 棟 ) で の 行政 サー 
ビス を 維持 













建物 性 能 は 低く 、 施 設 の 大 き な 改 修 が 必要 
だ が 、 利 用 状況 は 低調 。 
用 途 廃 止 (売却 、 譲 渡 等 ) を 検討 
飼 更 に 2 次 評価 の 結果 も 踏ま え 、 維 持 す る 
必要 が ある 場合 は 、 修 繕 改修 も 検討 














































































































































建物 性 能 ( 低 ) 


ア 建物 性 能 の 評価 
県 点検 マニ ュ ア ル に 
式 ) に よる 「 簡 易 劣化 度 診断 の 結果 」 と 「 建 築 年 代 (経過 年 数 )」 を 組み 














定め る 日 常 点 検 チェ ツク めか ト (県 点検 マニ ュ ア ル 様 








n> 3 

















わせ て 、 そ の 高低 を 評価 し ます 。 


【 建 物性 能 総合 評価 (簡易 劣化 度 診断 結果 と 建築 年 代 の マト リク ス 評 価 ) 】 
新 建築 年 代 (経過 年 数 ) 
































建物 性 能 高 














! | 建物 性 能 ” 低 十 

















イ 利用 状況 の 評価 

個別 施設 の 建築 ・ 設 備 の 概要 等 を 把握 する た め に 作成 し た 施設 概要 等 記録 
票 (県 指針 様式 1 号 ) の 「2 その他 施 ee 
利用 状況 に つい て 高中 て 低 の 3 段階 評価 を 行い ます 。 

















(2) 優先 度 評価 (2 次 評価 ) 

1 次 評価 に より 、 長 寿命 化 等 の 対策 を 行う 施設 ( 棟 ) と 転用 ・ 複 合 化 、 用 途 廃 
止 な ど 新 た な 利 活用 に 向け て 検討 する 施設 と に 分 類 後 、「 1 次 評価 の 妥当 性 を 確 
認 」 す る と と も に 、 長 寿命 化 等 の 対策 を 行う 施設 ( 棟 ) の 中 で 「 対 策 経 費 」 の 平 
人 準 化 を 図る た め 、 以 下 の 視 点 ア 及び イ に 基づく 重要 度 (重要 性 と 今後 の 見 通し ) 
に つい て 、 4 段階 評価 を 行い ます 。 

ア 視点 1 : 県 と し て 提供 する 施設 サー ビス の 重要 性 に よる 最適 化 

当該 施設 に お ける 「 県 に よる サー ビス 提供 の 妥当 性 」 及 び 「 代 堆 サ ービス 提供 

手法 の 有無 」 に つい て 精査 し 、 点 数 を 付 し て 重要 性 に つい て 評価 し ます 。 
イ 視点 2 : 県 と し て 提供 する 施設 サー a te 

当該 施設 の 「 多 目的 利用 ・ 複 合 化 の 可能 性 」、「 利 用 者 数 増加 の 可能 性 」 及び 「 施 
本 
設 の 将来 性 ) に つい て 評価 し ます 。 









































(3) 総合 判定 
ア 1 次 評価 の 妥当 性 の 確認 
2 次 評価 (重要 度 : 施設 サー ビス の 重要 性 ・ 今 後 の 見 通し ) に よる 4 段階 
評価 (I ~IV) を 踏ま えた 総合 判定 に より 、 1 次 評価 に よる 「 維 持 管理 」 、 
「 修 繕 ・ 改 修 」、「 転 用 ・ 複 合 化 」 又 は 「 用 途 廃 止 」 の 分 類 の 世 当 性 を 確認 し 
ます 。 
イ 平準 化 の た め の 優先 順位 づけ 指標 
建物 性 能 の 3 段階 評価 〈 高 一 低 ) と 2 次 評価 : 施設 サー ビス の 重要 性 ・ 今 
後 の 見 通し に よる 4 段階 評価 (1 ~IV) を 組み 合わ せ て 、 対象 経費 の 平準 化 
を 図る た め の 優 先 順位 付け を 行い ます 。 























【 建 物性 能 と 施設 サー ビス の 重要 性 ・ 今 後 の 見 通し を 組み 合わ せ た 優 先 順位 づけ 】 
上 施設 サー ビス の 重要 性 ・ 今 後 の 見 通し | 区 















































5 施設 保有 の 最適 化 に 向け た 取組 

1) 社会 経済 情勢 等 の 変化 へ の 対応 

CN 的 確 な 対応 を 行う た め 、 地 域 を 支え る 基盤 の 
ー つ で ある 公共 施設 等 の 役割 に 留意 し つつ 、 人 日 動態 を 踏ま えた 将来 の 利用 需 
要 の 変化 を 的 確 に と ら え 、 1 受 の 規模 や 配置 、 提 供する 機能 な ど を 適切 に 判断 
する と と も に 、 公 共 施 設 等 の マネ ジメント に 取り 組む 市 町 村 等 と の 連携 な ども 
検討 し て いき ます 。 

また 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 導入 の 検討 や 賠 明 問 具 の LED 化 な どの 省エネ 
ルギー に よる 環境 負荷 の 低減 に 取り 組み ます 。 
























































(2) 公共 施設 の 有効 活用 
施設 保有 の 最適 化 に 向け た 取組 に より 発生 する 県 と し て 活用 の 見 込み が な い 
用 途 廃止 施設 に つい て は 、「 県 有 示 利用 資産 等 活用 ・ 処 分 方 針 」 に 基づく 売却 、 
貸付 その 他 の 有効 活用 を 進め ます 。 
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6 施設 の 長寿 命 化 と 経費 負担 の 平準 化 に 向け た 取組 
(1) 長寿 命 化 対 策 の 概要 
建物 性 能 ・ 劣 化 度 な ど 老 朽 化 の 状況 や 利用 状況 な ど を 総合 的 に 勘案 し 、 施 設 
の 長寿 命 化 を 図り つつ 、 以 下 の よ うな 対策 を 計画 的 に 行い ます 。 











ア 修繕 (更新 ) 

部 位 ・ 部 材 の 耐用 年 数 を 考慮 し て 定期 的 に 実施 する と と も に 、 発 注 に 当たっ 

て は 、 仮設 コス ト の 縮減 や 工期 の 短縮 等 の た め 工 事 の 一 括 発注 に つい て も 考慮 
[Be 

【 参 考 】 目標 修繕 (更新 ) 周期 





































































































20 年 | 40 年 60 年 
屋上 防水 ・ 外 壁 塗装 躯体 以 外 四 建筑 全 般 屋上 防 7 
補 調 熱源 電気 設備 (機材 の み ) 電気 設備 (機材 の み ) 
ポン プ 類 機械 設備 全般 機械 設備 全般 























イ 大 規模 改修 (リノ ベー ショ ン ) 
社会 経済 情勢 の 変化 等 に より 高まる 要求 性 能 に 対応 する 必要 が ある 施設 に 
つい て 、 適 切な 時 期 を 設定 し 効率 的 に 実施 し ます 。 























(2) 施設 の 目標 使用 年 数 
施設 の 目標 使用 年 数 は 、 計 画 的 な 長寿 命 化 対 策 の 実施 を 前 提 と し て 、 日 本 建 
築 学 会 に よる 鉄筋 コン ク リ ー ト 構造 体 の 総合 的 耐久 性 を 基 に 、 供 用 限界 期間 の 
100 年 と し 、 鉄筋 コン クリ ー ト 以外 の 構造 人 林 に つい て は 、 法定 耐用 年 数 を 最低 限 
の 目標 使用 年 数 と し て 、 利 用 状況 に 応じ た 計画 的 な 長寿 命 化 対 策 を 実施 する こ 
と で 、 で きる だ け 使 用 年 数 を 延ばし な が ら 施 設 を 取り 巻く 状況 に 応じ て 柔軟 に 
対応 し ます 。 















































(3) 標準 更新 周期 と 標準 更新 単価 
標準 更新 周期 は 、 県 指針 「 別 表 1 」 か ら 「 別 表 3」 に 掲げ る 「 部 位 ・ 部 材 別 更 
新 周期 」「 目 標 更新 周期 」 の と お り 設 定 する 。 
標準 更新 単価 は 、 県 指針 「 別 表 1 」 か ら 「 別 表 3 」 に 掲げ る 床 面積 1 あたり 
換算 ( 諸 経費 、 消 費 税 含む 。) の と お り 設 定 し ます 。 




















出 
























































三 证 让 


7 設 利 用 者 等 の 安全 ・ 安 心 の 確保 に 向け た 取組 
(1) no 
計画 的 に 耐震 化 を 推進 する と と も に 、 耐 震 化 等 大 規模 改修 工事 の 発注 に 当たっ 
て は 、 仮設 コス ト の 縮減 や 工期 の 短縮 等 を 図る た め 修 繕 (改修 ) 工事 と 一 括 し て 
発注 する な ど 適 切な 時 期 を 設定 し 、 効 率 的 に 実施 し ます 。 











(2) 施設 の 安全 確保 に 









































向け た 対応 











定期 点検 や 日 常 点 検 シ ー ト に よる 劣化 状況 の 把握 に 努め 、 適 時 適切 な 対策 を 


実施 し ます 。 
また 、 点 検 ・ 








で に な どの i 置 を 講じ る と と も に 、 同 種 ・ 類 似 の 施設 に つい て も 早 


に より 高度 な 危険 性 が 認め られ た 場合 は 、 当 該 施 設 に つい 



































急 に 点検 ・ 診 断 や 予防 的 措置 を 実施 し ます 。 








今後 と ORR 








En 


合 的 に 勘案 し 、 安 全 確 保 の 観点 か ら 可 能 な 限り 速やか な 除却 に 努め ます 。 早生 




















込み の な い 施 設 に つい て は 、 施 設 AM 環境 等 を 総 








hs 








5 





に つい て も 、 防 護 棚 の 設置 等 に よる 立入 緊急 措置 等 に より 




















安全 確保 に 十分 配慮 し ます 。 





(3) i ン 化 へ の 推進 




















設 の 長寿 命 化 や 更 


新 等 に 当たっ て は 、 0 が 安全 で 快適 に 利用 し や 








a ユニ バー サル デザ イン へ の 対応 に 努め ます 。 
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8 施設 類型 ご と の 長寿 命 化 等 対策 の 内 容 
(1) 計画 期間 中 に お ける 長寿 命 化 等 対策 の 方 向 性 
優先 度 評価 結果 に 従っ て 、 施 設 ご と に 対策 の 方 向 性 を 整理 し ます 。 





























ア 庁舎 等 
県 と し て 提供 する 施設 サー ビス の 重要 性 及び 社会 経済 情勢 の 変化 に 適切 
に 対応 する た め 、 施 設 の 老朽 化 の 状況 に 応じ て 、 修 繕 ・ 改 修 に よる 対策 を 講 

























































































































































































































































































































































































































































































施 
1 | 中 央 家畜 保健 衛生 所 維持 管理 
2 | 旧 盛 岡 家畜 保健 衛生 所 維持 管理 
3 | 県南 家畜 保健 衛生 所 維持 管理 
4 | 県 北 家畜 保健 衛生 所 維持 管理 
5 | 生物 工学 研究 所 修繕 ・ 改 修 
6 | 農業 研究 セン ター 修繕 ・ 改 修 
7 | 農業 研究 セン ター 南部 園芸 研究 室 維持 管理 
8 | 農業 研究 セン ター 県 北 農業 研究 所 修繕 ・ 改 修 
9 | 農業 研究 セン ター 畜産 研究 所 修繕 ・ 改 修 
10 系 研究 所 外山 研究 室 修繕 ・ 改 修 
11 | 畜産 研究 所 種 山 研究 室 維持 管理 
12 | 林業 技術 シンター 修繕 ・ 改 修 
13 | 水産 技術 センター 維持 管理 
14 | 水産 技術 セン ター 大 船渡 研究 室 維持 管理 
15 | 水産 技術 シンター 種 市 研究 室 維持 管理 
16 | 内 水面 水産 技術 セン ター 修繕 ・ 改 修 
17 人 OU 維持 管理 
1 | 机 和信 洲 7 人 人 
19 | 久慈 土地 改良 事務 所 用 途 廃止 
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イ 県 民 利用 施設 
県 と し て 提供 する 施設 サー ビス の 重要 性 が 高く 、 今 後 も 県 と し て サー ビス 
を 提供 する 必要 が ある 施設 は 、 施 設 の 老朽 化 の 状況 に 応じ て 、 修 繕 ・ 改 修 に 
よる 対策 を 講じ ます 。 

No 施 設 名 方向 怕 




















mT 





























沽 
中 
S 
潮 






































































































































OO | | OO TR | | 
に 
3 
外 











Si 
NK 
中 












































(2) 計画 期間 中 に お ける 長寿 命 化 等 対策 の 内 容 と 実施 時 期 
優先 度 評価 結果 に 従っ て 、 中 長期 保全 計画 表 (県 指針 様式 4 号 ) 等 を 基 

平準 化 を 考慮 し 、 施 設 ご と の 対策 の 内 容 と 実施 時 期 を 整理 し ます 。 
な お 、 利 用 者 の 安全 に 係る 応急 の 修繕 に つい て は 、 そ の 都度 対応 し ます 。 











一 
ae 























ーー 













































































































































































































































































































































































ア 庁舎 等 
計画 期間 
No. 施 設 ー ー - - 
令 和 2 年 度 | 令 和 3 年 度 | 令 和 4 年 度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 
1 | 中 央 家電 人 人 筆 含 生 所 
2 | 含 生 所 
3 | 所 全便 飼 生 所 
4 | 県 ル 家 才 保 数 術 抽 
.电气 设备 | ・ 人 工 気象 | ・ 排 水 滅菌 | ・ 冷 温水 発 | ・ 空 調 中 央 
更新 室 改修 処理 装置 更 | 生机 交换 整 | 監視 盤 更新 
培養 室 空 | ・ 空 調 機 冷 | 新 備 “恒温 恒温 
調 機器 更新 | 却 ュ 侯 交換 | ・ ガ カーン ペッ サフ 室 改修 
5 | 和牛 物 学研 宛 所 種子 保存 人 交換 電話 回 線 
内 库 增 设 | 交换 
時 大 設 广 
気 設備 工 ョ 























= 本 = 





No. 
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ミル 
E 















































の 




















上 外 設 備 交 
・ 中 央 監視 等 設備 機器 交 
・ 温 室 設備 機器 交換 
・ 冷 蔵 庫 棟 設備 機器 交換 




































































Fe 
南部 園芸 研究 
Fp 
ST 
















































































































































































































































































































































































































































































变压器 更 新 空調 設備 | 床 、 給 水 機 | ・ 防 水 y- 冷温 水 器 
更新 改修 更新 更新 
) 現 挫 機 、 ・ 床 面 修繕 | ・ 電 話 交 換 
畜産 華 究 所 根 修繕 
DO ll |) ・ 床 面 修繕 
高圧 受電 盤 更新 
・ 屋 根 塗装 
10 | 畜 强 形 玖 HU 研 和 罕 ・ 受 電設 備 | トル 改修 
更新 ・ 塗 装 
11 | 畜 强 形 克 fj 短 [ 研 各 罕 
12 | 林 半 冯仑 人 屋根 塗装 
13 | 水産 技術 か - 
局 水 告 半 司 /人 大 扒 病 
究 室 
六 水産 技術 セー- 種 市 研 完 
- 9 で 蝶 気 横 | ・ 耐 震 診断 
整備 設計 We 耐震 補強 ・ 老 朽 箇所 修繕 
ED = 0 
ーーーーー イ 2 イー ピー 
・ 旧 公 舎 解 
体 撤去 
可 八幡 農業 攻 良 普及 
外 | 日 上 避 手 四 贡 在 
入 SV4EIE の 4 ツ // 
西 和賀 普及 7 や も か 
19 | 久慈 士 地 改良 事務 末 解体 撤去 
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イ 県 民 利用 施設 





No. 


名 


計画 期間 





令 和 2 年 度 





令 和 3 年 度 





令 和 4 年 度 





令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 











下 














県 民 の 森 














干 贯 石 称 休 公 装 



































大 宪 山 森林 公 








折 丰 后 森林 公园 





緑 { ヒ セン ター 





oo | | の | の 心 | | 





水浴 許 館 


農業 お れ あ し 郊 設 





女子 索 F 人 
更 紀 1 




















女子 寮 ボ が 位 
更新 





















男子 察 本 1 




















花き セン ター 
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計画 期間 中 の 概算 経費 
中 長期 保全 計画 表 (県 指針 様式 4 号 ) に お いて 試算 する と 、 令 和 2 年度 か 
ら 令 和 32 年 度 ま で の 間 で 約 250 億 円 の 保全 経費 が 見 込ま れ ま す が 、 本 計画 に 
基づく 取り 組み に より 、 約 74 億 円 の 削減 が 図ら れる 見 込み で す 。 










































































計画 期間 中 の 概算 額 17, 542 百 万 円 充当 财源 : 一 般 財 源 ( 予 定 ) 
うち 、 令 和 2 年 度 か ら 令 和 6 年 度 ま で の 概算 経費 2, 832 百 万 円 

※ あく まで も 試算 の 一 例 に よる 概算 で あり 、 計 画 の 見 直し 等 に より 概算 経費 に 変更 が 
生じ る こと 。 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【 内 訳 】 
Ma Na 施 設 名 _ 实施 设 二 上 百 万 香 全 轩 和 叶 
2 計画 期間 中 四 舍 和 6 年 度 
1 | 中 央 家畜 保健 衛生 所 244 百 万 円 9 百 万 円 
2 1 旧 盛 岡 家畜 保健 衛生 所 25 百 万 円 11 百 万 円 
3 | 県 南 家畜 保健 衛生 所 193 百 万 円 5 百 万 
4 | 県 北 家畜 保健 衛生 所 58 百 万 円 4 百 万 円 
5 | 生物 工学 研究 所 1, 300 百 万 円 199 百 万 円 ※ 
6 | 農業 研究 セン ター 2, 797 百 万 円 248 百 万 円 ※ 
7 | 農業 研究 セン ター 南部 園芸 研究 室 51 百 万 円 4 百 万 円 
8 | 農業 研究 セン ター 県 北 農業 研究 所 1, 118 百 万 円 59 百 万 円 ※ 
9 | 農業 研究 セン ター 畜産 研究 所 2, 192 百 万 円 211 百 万 円 ※ 
訂 10 | 畜産 研究 所 外山 研究 室 361 百 万 円 21 百 万 円 ※ 
特 | 11 | 畜产 研究 所 种 山 研 究 室 712 百 万 円 22 百 万 円 
12 | 林業 技術 セン ター 849 百 万 円 42 百 万 円 ※ 
13 | 水産 技術 シンター 771 百 万 円 43 百 万 円 
14 | 水産 技術 セン ター 大 船渡 研究 室 868 百 万 円 13 百 万 円 
15 | 水産 技術 シン ター 種 市 研究 室 155 百 万 円 6 百 万 円 
16 | 内 水面 水産 技術 シン ター 374 百 万 円 157 百 万 円 ※ 
人 A 7 百 万 円 1 百 万 円 
立 【 有 可 村人 ~、 に 
本 | 
19 | 久慈 土地 改良 事務 所 28 百 万 円 28 百 万 円 
県 1 県 民 の 森 116 百 万 円 10 百 万 円 
民 | 2 | 滝沢 森林 公園 48 百 万 円 1 百 万 円 
他 | 3 | 千 伯 礎 林 公園 48 百 万 円 1 百 万 円 
施 4 | 大 給 山 森林 公園 40 百 万 円 1 百 万 円 
“| 5 | 折 爪 岳 森林 公園 34 百 万 円 1 百 万 円 
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【 内 訳 続き 】 

施設 = 

全 |“ i 計画 期間 中 0 

6 | 緑化 セン ター 114 百 万 円 2 百 万 円 

民 7 | 水産 科学 館 468 百 万 円 13 百 万 円 

8 | 農業 ふれ あい 施設 308 百 万 円 5 百 万 円 

施 | 9 | 農業 大 学校 9 

花き セン ター 9 ] 

※ 印 は 、 令 和 2 年 度 か ら 令 和 6 年 度 の 間 に 大 規模 施設 整備 計画 に お いて 整備 を 予定 し て 
いる 施設 。 
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第 2 章 所 管 施設 ご と の 対応 方 針 
所 管 施設 に お ける 対象 施設 ご と の 対応 方 針 は 、 個 別 施設 計画 (个 票 ) の と お り 
で 
【 施 設 一 覧 】 
型 0. 設 主 な 建物 の 建築 年 
1 央 家畜 保健 衛生 所 2002 年 
2 | 旧 盛 岡 家畜 保 健 衛生 所 1972 年 、1985 年 
3 | 県 南 家畜 保健 衛生 所 2000 年 、 
4 | 県 北 家畜 保健 衛生 所 2003 年 
5 | 生物 工学 研究 所 1992 年 1996 年 
1989 年 、1991 年 、1996 年 、1997 年 
在 小 丰 2 セン ここ 、 、 、 ヽ 
6 | 農業 研究 セ ンタ 2000 年 、2018 年 
7 | 農業 研究 セン ター 南部 園芸 研究 室 | 2013 年 
8 | 農業 研究 セン ター 県 北 農業 研究 所 | 1997 年 、2011 年 
1968 年 、1984 年 、1985 年 、1986 年 、 
9 | 農業 研究 セン ター 玄 産 研究 所 1987 年 、1992 年 、1993 年 、1995 年 、 
1996 年 、1997 年 、1998 年 
1968 年 、1971 年 、1978 年 、1980 年 、 
庁 10 | 畜産 研究 所 外山 研 1981 年 、1989 年 、1990 年 、1995 年 、 
会 1999 年 、2000 年 
等 1959 年 、1968 年 、1970 年 、1981 年 、 
11 | 畜产 研究 所 种 山 研究 室 1988 年 、1990 年 、1993 年 、1994 年 、 
1995 年 、1996 年 、1997 年 
1965 年 、1967 年 、1992 年 、1993 年 
12 業 技術 セン ター 、 ; 
林业 技术 ク 1994 年 、1995 年 、1998 年 、2003 年 
13 | 水産 技術 セン ター 1968 年 、1992 年 、1994 年 、2014 年 
i 1979 年 、1980 年 、1981 年 、1982 年 、 
14 | 水産 技術 セン ター 大 船渡 研究 室 
2013 年 
15 | 水産 技術 セン ター 種 市 研究 室 1986 年 、1987 年 、1988 年 、2013 年 
2 1970 年 、1977 年 、1982 年 、1985 年 、 
16 | 内 水面 水産 技術 セン タ 1991 年 、1992 年 
来 已 Ir セン お 
17 人 属于 | 203 庄 業 改 た ググ 1974 年 
日 岩手 町 駐在 
了 改良 セン ター 
18 部 展业 改 及 1991 年 、2002 年 
西 和賀 普及 サブ セン ター 
19 | 久慈 土地 改良 事務 所 1993 年 
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A a ~ ー ュ 
Ne 施 設 名 主 な 建物 の 建築 年 
1 | 県 民 の 森 1989 年 、2004 年 
2 | 滝沢 森林 公園 1989 年 
3 | 千 員 石 森林 公園 1995 年 
4 | 大 岩山 森林 公园 1998 年 
5 | 折 爪 岳 森 林 公 園 1997 年 
6 | 緑化 セン ター 1974 年 、1981 年 
和 7 | 水産 科学 館 1985 年 
利 L8 | 農業 ふれ あい 施設 1997 年 
用 1964 年 、1965 年 、1966 年 、1968 年 、 
1969 年 、1970 年 、1971 年 、1972 年 、 
設 1973 年 、1975 年 、1976 年 、1977 年 、 
1978 年 、1979 年 、1980 年 、1981 年 、 
9 | 農業 大 学校 1982 年 、1983 年 、1984 年 、1985 年 、 
1986 年 、1987 年 、1988 年 、1989 年 、 
1990 年 、1991 年 、1992 年 、1995 年 、 
2000 年 、2002 年 、2003 年 、2004 年 、 
2005 年 、2016 年 、2017 年 、2019 年 
10 | 花き セン ター 1988 年 、1989 年 、1996 年 、1997 年 


























【 参 考 】 農 林 水 産 部 所 管 施設 老朽 化 比率 


(平成 31 年 3 月末 現在 ) 取得 価格 ( 百 万 円 ) 
Oo 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 
中 央 家 保 
旧 盛 回 家 保 
県 南 家 保 
県 北 家 保 


生 工 研 

農 研 セン 

南部 園芸 
県 北 農 研 

瘟 研 

瘟 研 外 山 

瘟 研 重山 

林 技 セン 

水 技 セ ン 
水 技 大 船渡 

水 技 種 市 

内 水面 水 技 セ 
八 幅 平 普及 旧 岩 手 町 驻 在 
西 和 和 手 休 汪 

久 慈 土地 改良 
県 民 の 森 

滝沢 森林 公園 
千 吐 石森 林 公 園 
大 鹤山 森林 公园 
折 扑 岳 和 森林 公园 
绿化 七 “之 一 

水 产科 学 锯 
農業 ふれ あい 
農業 大 学校 
花き セン 























計 残存 価格 本 減価 償却 果 計 額 
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